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協議体で「ごみ出し」と「移動」の解決策を検討しています 

 

住民の方からの声やケアマネジャーさんへの

アンケート調査結果等を踏まえて、生活課題にな

っている「ごみ出し」と「移動」の解決策につい

て話し合いを進めています。 

 出てきたアイデアを、町ができそうなこと、住

民ができそうなこと、事業所にお願いできそうな

こと等に振り分けて、それぞれ取り組めそうかを

検討しています。 

会議で出た意見を一部ご紹介します。 

 

 

    ごみ出し支援の課題と解決策（案）  

課題  解決策（案） 

近所の人には頼みづらい人もいる。 

➡ 

公的な窓口で依頼を引き受け、支援は

住民が行う。 

マッチングや支援内容、支援の流れは

検討が必要。 

活動を始めたものの、回覧板で周知し

ても依頼がほとんどない。 ➡ 

地域包括支援センターやケアマネジャ

ー等の専門職と連携して情報提供す

る。 

回収が夜のためヘルパー支援の場合は

ポリバケツやネットを使うしかない

が、その回収を誰がするかが問題。 

➡ 

日中にもごみ出しができるよう、ふた

付きのごみステーションの設置を町に

考えてほしい。 

 

成和町内会では支え合い活動の一環で、生活支援のモデル活動（ごみ出し

支援、１件）を行っておられます。今回、成和町内会にご協力いただき、相

談窓口を変更したり、専門職と連携することで活動が上手くいくか検証する

ことになりました。 

検証結果を基に、この活動を町全体に広めていく方法を考えていきます。 

 

志免町生活支援コーディネーター発行       第 15 号 令和７年 11 月 

地域の支え合い通信 ～であい  つながりあい  支えあい～ 

昨年度までは地域ケア推進会議と兼ねて協議体を

運営していましたが、より実働に結びつきやすい

ように令和7年度からは単独で協議の場を設けて

います。 
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生活支援コーディネーターが関わった地域での支え合い活動などを一部ご紹介します。 

 

 四者合同研修会 

 

７月 24日（木）、四者合同研修会を開催しました。

今回は「実践から見る地域の助け合い活動」をテーマ

に、福岡市社会福祉協議会地域福祉部長の馬男木幸

子氏を講師としてお迎えし、ご講演いただきました。 

 

「地域のつながりを拡げるためには見守り活動と

居場所活動が基盤となること」、「生活のちょっとし

た困りごとを解決する生活支援活動を行う上ではお

互いさまの関係づくりが大切なこと」、「生活支援活動が男性の社会参加のきっかけになる

こと」等、活動のヒントをたくさん頂きました。参加者からは、「生活支援活動を町内会で

も立ち上げられたらと思う」「見守りネットワーク活動に取り込む形で検討したい」「地域

で話し合いをしていきたい」など、今後の活動に対して前向きなご意見を多数頂きました。 

 

 その後、志免町役場福祉課高齢者サービス係の安恒係長より、「住民主体の生活支援」を

行う団体への補助金についてご説明頂きました。この補助金は、住民主体のボランティア

による生活支援を行う団体に対し、活動の立ち上げや運営にかかる経費を補助するもので

す。補助金の上限額は、立ち上げ支援にかかるものとして、1団体につき 1回のみ 30,000

円。運営支援にかかるものとして、10,000円に事業実施月数を乗じた額となっています。 

下記の図をご参照頂き、ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度前期 活動報告 

令和 7 年 4 月～令和 7 年 9 月 

 

                
               
     
                     
                         

      

                                   
                                 

    

                                
                        

    
   

                   

                                   
              

                                               
                                          

 



3 

 

 視察研修 

志免町議会 厚生建設常任委員会 

7月 14日（月）、厚生建設常任委員会の皆さんが視察

に来られ、生活支援コーディネーターの活動や町内会で

行われている支え合い活動等をご紹介しました。地域福

祉活動にかかる費用や手当の有無、町内会未加入者への

対応等、さまざまな質問が寄せられ、議員さん方の関心

の高さが伺えました。 

 

うきは市山春地区自治協議会健康福祉部会 

9月 10日（水）、うきは市山春地区自治協議会健康福

祉部会さんが志免町へ視察に来られました。今回は「見

守りネットワーク活動」と「居場所活動」について実践事

例を知りたいとのことで、先進的な活動をされている石

橋台町内会と別府三町内会へ依頼し活動実践を発表いた

だきました。 

山春地区の方々からは、「見守りネットワーク活動を行

う上での情報収集と管理」「活動者の人員確保」「予算の確保」「次世代へのバトンタッチ」

「災害時の助け合いの仕組みづくり」等について質問が出され、活動への関心の高さが伺

えました。 

 他地区からの刺激を受けることは今からの活動の参考になると共にモチベーションの向

上にもつながります。自分の住むまちをよりよいまちにしていきたいという皆さんの想い

がとても感じられた研修会となりました。 

 

 居場所活動の支援・情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれの一覧表も公募により掲載を希望された団体や事業所等の情報をまとめています。 

※一覧表は社会福祉協議会の窓口に置いています。 

事業所が行う出前講座 情報一覧 

令和 6年度福祉推進委 

員会での意見を受け、民 

間企業や医療・介護事業 

所などが住民向けに行う 

出前講座やセミナーの情 

報をまとめました。 

16 事業所の情報を掲載 

しています。 

社会参加・交流の場 一覧 

会員募集中のサークル 

や習い事、文化協会や 

スポーツ協会等の情報を 

掲載しています。 

令和 7年度より民間の 

運動施設の情報も掲載 

しています。 
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 ふくしのまちづくりプロジェクト 

町内会単位で実態調査を行うことで地域の現状を知り、その結果から 

今後地域でできる支え合い活動や、他分野の活動者、企業などと協働 

して解決策を考えるプロジェクトです。地域での支え合い活動が軌道に 

のるまでの側面的支援も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援コーディネーターのご紹介 

生活支援コーディネーターは「地域支え合い推進員」とも呼ばれ、 

地域での支え合い活動を広める役割を担っています。 

  介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で自分らしくいき 

いきと暮らしていけるよう、住民の皆さんや事業所、各種団体 

などと協働しながら、地域における支え合いの体制づくりを進めていきます。 

志免町では町からの委託を受け、志免町社会福祉協議会が担っています。 
 

【お問い合わせ先】  志免町社会福祉協議会 TEL：０９２－９３７－３０１1 

                             地域サポーター 募集中 

地域サポーター 
募集チラシはこちら ⇓ 
 

 

 

 

 

（表）        （裏） 

事業所用 
登録フォームは 
こちら ⇓ 

桜丘一町内会 

生活支援について話し合ってきましたが、担い 

手不足や中心となって活動してくださる方が見つ 

からずプロジェクトを中断しました。 

その後、町内会長に相談し、地域福祉の中核的 

メンバーに集まっていただいて再協議した結果、 

メンバー共通の活動であった見守り活動を強化す 

ることになりました。 

プロジェクトでは、お互いの情報を持ち寄って

見守り対象者の整理や支え合いマップづくりを行いました。また、今後も定期的に情報共

有して見守り活動を進めていくことになり、プロジェクト終了後も月 1回集まって見守り

対象者の状況に変化がないか等を共有されています。 


